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平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
の
活
性
化
、
地
元

雇
用
の
た
め
の
企
業
誘
致
に
加
え
、

情
報
化
社
会
に
向
け
有
王
地
区
で

の
携
帯
電
話
が
使
用
可
能
な
ア
ン

テ
ナ
設
備
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
住
民
の
皆
様
方
の

利
便
性
や
快
適
性
、
本
町
の
産
業

振
興
、
町
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

図
る
た
め
、
高
規
格
救
急
車
に
続

き
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
計
画
的
な

更
新
、
さ
ら
に
は
、
玉
川
堰
堤
新

設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
、
ご
苦
労
い
た
だ

き
ま
し
た
高
齢
者
の
方
に
は
、
老

人
福
祉
の
拠
点
と
な
る
各
施
設
の

充
実
に
加
え
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育

成
等
老
人
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
明
日
を
担
う
子
ど
も

達
に
、
乳
幼
児
医
療
費
の
拡
充
や
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も
２
年
目
で

入
会
者
も
増
加
し
、
保
護
者
か
ら

大
変
喜
ば
れ
る
等
、
子
育
て
支
援

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
す
が
す
が
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
町
政
推
進
の
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
町
長
に
就
任
以

来
、
住
民
参
画
に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
数

多
く
の
住
民
や
団
体
と
の「
対
話
」

を
重
ね
、
住
民
総
意
に
基
づ
く

「
第
３
次
井
手
町
総
合
計
画
」を
策

定
し
、「
豊
か
な
自
然
と
利
便
性
・

快
適
性
と
が
共
存
す
る
新
し
い
ま

ち
」
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

玉
水
駅
の
快
速
停
車
に
伴
い
、

乗
降
客
が
年
間
約
５
万
人
の
大
幅

な
増
と
な
り
、
賃
貸
住
宅
の
建
設

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
府
道
上
狛
城
陽
線
多
賀

バ
イ
パ
ス
の
本
格
的
な
工
事
の
着

工
、
町
道　

号
線
の
工
事
も
順
調

２２

に
進
む
ほ
か
、
上
玉
川
橋
周
辺
の

坂
道
部
分
改
良
工
事
の
着
工
、
下

水
道
の
普
及
率
も
約　

％
と
全
国

８３

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
で
は
、
通
学

費
の
全
額
補
助
や
給
食
費
の
援
助

等
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
引
き

続
き
努
め
る
と
共
に
、
校
舎
の
耐

震
補
強
工
事
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
町
域
の
約
７
割
が
山

林
で
あ
り
、
町
内
の
河
川
に
は
綺

麗
な
水
が
流
れ
、
こ
れ
ら
、
豊
か

な
自
然
こ
そ
が
井
手
町
の
最
大
の

財
産
で
あ
り
、「
豊
か
な
緑
と
清
流

を
守
る
」
こ
と
や
、「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
の
保
護
」
等
に
向
け
、
検
討
委

員
会
の
設
置
や
、
町
内
の
有
志
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の

保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
森
と

池
を
中
心
と
し
た
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー「
大
正
池
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
三
位
一
体
改
革
で
示
さ

れ
る
よ
う
に
大
変
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
自
主
財
源
に
乏
し

い
本
町
に
と
り
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
国
、
京
都
府
の
ご
支
援
を

重
ね
て
仰
ぐ
と
と
も
に
、
住
民
、

議
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

こ
の
困
難
を
乗
り
切
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
住
民
各
位
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
格
段
の

お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 

　

住
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

か
ら
町
議
会
に
対
す
る
暖
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
昨
年
は
、
京
都
府

北
部
の
台
風　

号
に
よ
る
水
害

２３

や
、
中
越
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
が

で
ま
し
た
。
災
害
対
策
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
に
お
い

て
は
、
災
害
防
災
計
画
の
確
認

と
共
に
住
民
福
祉
の
充
実
、
交

通
基
盤
の
整
備
や
教
育
施
設
の

整
備
充
実
を
図
る
な
ど
、
住
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の

行
政
運
営
に
努
力
さ
れ
て
い
る

所
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
地
方
財
政
状

況
は
、
国
の
進
め
る
「
三
位
一

体
改
革
」
に
よ
り
、
交
付
税
の

削
減
や
国
庫
補
助
金
の
廃
止

等
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
来
、「
三
位
一
体
改
革
」
と

は
、
真
の
地
方
自
治
の
確
立
に
向

け
た
「
地
方
分
権
改
革
」
で
あ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
、
自

己
責
任
の
幅
を
拡
大
し
、
各
地
方

が
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
個
性
的
な
地

域
づ
く
り
を
行
い
、
住
民
が
豊
か

さ
と
ゆ
と
り
が
実
感
で
き
る
生
活

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
財
政
改
革

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
実
的
に
は
、
国
の
財
政

再
建
の
み
を
先
行
さ
せ
、
地
方
分

権
改
革
に
は
程
遠
い
内
容
で
あ
り

ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
地
方
６
団
体
の
一
員
と
し
て

財
源
の
確
保
に
向
け
努
力
を
致
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
議
会
議
員
と
致

し
ま
し
て
も
、
地
域
住
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
よ
り
安
全
で
豊
か
な

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
、
幸
せ
な
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
と
共

に
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

井
手
町
議
会
議
長

 

木 
田 
末 
治

井
手
町
長　

 

汐 
見 
明 
男
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な
ど
も
増
え
る
中
、
民
生
児
童
委

員
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い

で
す
。
３
年
間
井
手
町
の
福
祉
の

向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

乾
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長

年
大
変
な
ご
苦
労
を
か
け
何
か
と

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康

に
お
気
を
つ
け
て
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨

拶
。

　

な
お
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員

さ
ん
は
別
表
の
方
々
で
、
任
期
は

３
年
で
す
。

　
　

月
７
日
（
火
）、
役
場
３
階
会

１２
議
室
で
、
井
手
町
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
委
嘱
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

伝
達
式
に
先
立
ち
、
長
年
に
わ

た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
、
乾
喜
代
子
さ

ん
に
汐
見
町
長
か
ら
厚
生
労
働
大

臣
の
感
謝
状
が
、
和
田
山
城
北
保

健
所
長
か
ら
京
都
府
知
事
の
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
汐
見
町
長
が
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
委
嘱
状
と
主
任
児
童
委

員
指
名
状
を
、
ま
た
、
和
田
山
城

北
保
健
所
長
が
府
知
事
か
ら
の
井

手
町
担
当
の
委
嘱
状
を
、
委
員
一

人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

汐
見
町
長
は
、「
少
子
高
齢
化
社
会

が
ま
す
ま
す
進
み
、
自
殺
や
離
婚

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」の
主
題
歌
な
ど
の

『
ピ
ア
ノ
演
奏
』を
行
な
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
で
、

厳
明
夫
さ
ん
は
、「
最
近
で
は
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
催
、『
冬
の
ソ

ナ
タ
』
な
ど
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、

な
ぜ
ウ
ト
ロ
が
存
在
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
良

く
な
っ
て
ほ
し
い
。
戦
争
が
あ
っ

た
か
ら
、
ウ
ト
ロ
で
苦
労
し
て
生

活
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

日
本
は
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
に
送
っ

て
い
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
ま

す
」
と
訴
え
ら
れ
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

『
サ
ル
プ
リ
チ
ュ
ム
』と
い
う
女
性

の
一
生
、
悲
し
み
や
苦
し
み
な
ど

の
感
情
を
表
す
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

人
権
の
つ
ど
い
は
、
毎
年　

月
１２

４
日
〜　

日
の
人
権
週
間
に
合
わ

１０

せ
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

も
の
。

　

玉
川
大
学
の
年
間
講
座
の
一
つ

と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
、
全
町

規
模
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
韓
国
古
典
舞
踊
と
講
演

が
行
わ
れ
、
韓
国
古
典
舞
踊
団

「
心
花
（
シ
ン
フ
ァ
）」
の
皆
さ
ん

が
舞
踊
を
、
宇
治
市
ウ
ト
ロ
町
内

会
副
会
長
厳
明
夫
さ
ん
が
『
在
日

の
昨
日
・
今
日
・
明
日
』
と
題
し

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
「
心
花
」
の
皆
さ
ん
が

『
プ
チ
ェ
チ
ュ
ム
（
扇
の
舞
）』
と

い
う
祝
い
事
の
踊
り
、『
サ
ム
ル
ノ

リ
（
４
つ
の
打
楽
器
）』
韓
国
の

伝
統
の
リ
ズ
ム
の
演
奏
、
ド
ラ
マ

　
　

月
４
日
（
土
）、
井
手
町
人
権

１２
の
つ
ど
い
が
井
手
町
・
町
教
育
委

員
会
・
人
権
擁
護
委
員
の
共
催
に

よ
り
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

に
は
約
１
３
０
人
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
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１
月　

日
（
月
）
午
前　

時
か
ら
、
自
然

１０

１０

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
井
手
町
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
酉
年
」
に
あ
た
り
、
成
人
式
を
迎
え
る
住

民
の
み
な
さ
ん
を
代
表
し
て
５
人
の
方
々

に
、
今
年
一
年
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１
、
今
年
一
年
の
抱
負
は

２
、
あ
な
た
の
夢
は

３
、
あ
な
た
が
今
一
番
関
心
の
あ
る
こ
と
は

４
、
も
し
も
あ
な
た
が
町
長
に
な
っ
た
場

合
、
何
を
し
ま
す
か

５
、
井
手
町
は
、
ど
う
い
う
町
に
な
れ
ば
良

い
か
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�
�
�
�
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太
田
祥
伍　

喜
多
内
恵
美　

佐

藤
裕
哉　

清
水
悠
平　

田
中
剣

志
郎　

中
川
由
加
里　

中
屋
太

志　

長
尾
友
香　

平
田
健
悟　

藤
本
小
梨
絵　

古
川
健
太　

松

井
甚
也　

松
本
真 
　

松
本
美

保　

丸
山
卓
也　

森
島
健
太　

森
田
直
揮　

山
口
麻
由

�
�
�
�

木
田
佳
佑　

小
岩
井
豪　

田
中

尚　

中
谷
龍
二　

日
比
野
優　

福
島
賢
二　

福
島
美
保　

福
島

怜　

藤
本
春
菜

�
�
�
�
�

有
村
雅
彦　

小
川
麻
衣　

加
賀

山
絹
子　

河
本
晃
典　

木
田
寿

永
子　

木
田
祐
輔　

木
村
共
孝

金
城
満
里
加　

杉
山
正
樹　

早

田
桃
子　

田
中
大
祐　

田
中
亮

佑　

谷
隆
明　

寺
島
忠
史　

苗

村
征
寛　

中
谷
政
人　

中
坊
拓

也　

畑
綾
乃　

濱
千
代
好
経　

藤
林
琴　

横
田
大
輔

�
�
�
�
�

乾
誠　

梅
元
沙
季　

小
川
友
宏

小
川
麻
衣　

小
川
真
緒　

片
山

恵
美
子　

川
勝
恵　

栗
田
め
ぐ

み　

中
坊
勇
太　

永
田
え
り
か

西
井
大
地　

早
瀬
立
洋　

安
田

佳
矢　

脇
坂
茂　

脇
坂
真
琴

�
�
�
�
�

安
東
隆
志　

伊
庭
武
志　

多
久

間
浩
司　

寺
井
望　

寺
島
紗
和

子　

東
五
十
川
千
智　

藤
原
貴

亮　

古
川
久
准　

村
田
慈　

横

田
千
明　

吉
川
朋
弥

�
�
�
�
�

近
藤
千
晶　

古
川
り
さ　

山
室

尚
貴

�
�
�
�
�
�

井
口
佳
奈　

池
田
貴
美　

岡
本

純
一　

立
岡
雅
仁　

田
渕
智
恵

子　

寺
島
麻
有
子　

中
坊
康
行

西
岡
佑
記

�
�
�
�
�
�
�

花
田
桂
子　

林
剛
史

�
�
�
�
�

奥
田
隆　

川
西
正
憲　

篠
田
孝

夫　
 

田
頼
行　

田
中
佑
香　

辻
井
恵
子　

村
田
香
織　

森
田

由
美　

八
木
宏
行

�
�
�
�
�

窪
田
さ
ち
恵　

立
石
一
馬　

津

島
佑
美
香　

安
永
昌
弘

�
�
�
�
�

岩
田
大
嗣　

大
平
祥
史　

岡
本

太
輔　

芝
田
光
穂　

辰
野
友
紀

谷
口
有
起　

橋
本
三
貴　

平
間

敦
子　

平
間
純
子　

松
尾
麻
由

山
下
れ
い
か

�
�
�
�
�

今
村
優
子　

篠
田
直
樹　

篠
田

直
廣　

頭
鬼
弓
佳　

地
上
英
里

福
成
愛
子　

本
田
春
華　

山
本

愛

新
成
人
名
簿 
（
敬
称
略
・
平
成　

年　

月　

日
現
在
）

１６

１２

１６

津島佑美香さん（西部区）
１、今しかできない事をたくさんした
いです。２、自分の特性を生かせる仕
事をしたい。あとは、時間とお金の許
す限り、世界中のいろいろな国へ行っ
てみたい。３、何年後かの自分。４、
あまり想像ができません。けれど、で
きるだけ多くの人の意見を聞き入れて
いきたいとは思います。５、自然が残
っている等、今の井手町の良いところ
がこれからも続いていけば良いと思い
ます。

安永昌弘さん（西部区）
１、成人を迎えて、大人としての自覚
を持って行動する。２、人の見本にな
るような人間となることと、楽しい人
生を送る。３、国際情勢と地球環境で
す。４、井手町を日本一のまちにす
る。５、大人も子どもも元気で活気の
ある町。

木田圭佑さん（南区）
１、あと２年は学生なので、大学生活をがんばりたい
です。２、スクールカウンセラーになりたいので、当
面は大学院へ進学することが目標です。３、友達とや
っている野球とバスケットボールです。４、自分が今
の目線でおかしいと思うところや悪いところをなおし
たいと思います。５、今のままでなく少しずつでも良
くなっていけばいいと思います。

西井大地さん（玉水区）
１、あんま・マッサージの資格をとって、社会人とし
ての仕事をしたい。２、父や母、姉と力を合わせて人
に喜んでもらえるような場所・空間をつくりたい。３、
人と人との関わりは一番難しい。相手のことを考え
て、気遣いながら相手の人格に傷つけないようにかか
わっている。４、私のような少し障害のある人や、も
っと重度な障害のある人も仕事ができ、安心して生活
ができるような街づくりを考えたい。５、井手町にも
っとたくさんの人たちが遊びに来れるような、また住
んでいる人も他の町に遊びに行くばかりでなく井手町
で遊んで、楽しく生活できるようになればいいと思
う。

多久間浩司さん（水無区）
１、新社会人として自分ひとりで生きていく「力」を
身に付ける。２、平凡な生活が幸せと思えるように過
ごしていく。３、バイオレメディエーション（環境浄
化技術）の進歩。４、住民を増やしたり、他の町と合
併して井手市にしたい。５、自然とうまく調和した町
になってほしい。
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献
血
さ
れ
る
方
が
少
な
い
と
長

期
保
存
の
で
き
な
い
輸
血
用
血
液

の
不
足
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
常

に
迅
速
か
つ
安
定
的
な
供
給
を
図

る
た
め
に
献
血
者
の
減
少
時
期
で

あ
る
こ
の
時
期
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
／
１
月　

日
（
火
）

２５

�
午
前　

時
〜　

時
半

１０

１１

　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
午
後
１
時
半
〜
３
時

　

奥
村
製
缶
（
株
）

　

初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
・
過
去

に
献
血
さ
れ
た
方
で
本
人
を
証
明

す
る
証
を
提
示
頂
い
て
い
な
い
方

は
受
付
時
に
本
人
と
確
認
で
き
る

証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、

年
金
手
帳
、
学
生
証
、
社
員
証
、

身
分
証
明
書
な
ど
本
人
と
確
認
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
・
生
活
習
慣

状
況
調
査
の
お
願
い

　

京
都
府
と
井
手
町
は
平
成　

年
１７

１
月
に
住
民
の
皆
様
の
健
康
に
つ

い
て
の
ご
意
見
や
生
活
習
慣
状
況

を
調
査
し
、
今
後
の
健
康
づ
く
り

の
基
礎
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
作
為
抽
出
で

行
い
対
象
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
送
付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
趣
旨
を

ご
理
解
の
上
、
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

献
血
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、

風
邪
な
ど
体
調
を
崩
す
方
が
多
い

こ
と
か
ら
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
方
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。
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国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間　

日
以
上
農
業
に
従
事

６０

す
る　

歳
未
満
の
人
は
誰
で
も
加

６０

入
で
き
ま
す
。
農
地
を
持
っ
て
い

な
い
農
業
者
や
配
偶
者
や
後
継
者

な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き

ま
す
。
脱
退
も
自
由
で
す
。
脱
退

一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

加
入
期
間
に
関
わ
ら
ず
そ
れ
ま
で

に
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
年
金

と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

　

旧
制
度
の
加
入
者
で
特
例
脱
退

し
た
人
も
、
特
例
脱
退
を
し
な
い

で
平
成　

年
１
月
１
日
の
新
制
度

１４

ス
タ
ー
ト
時
点
で
継
続
加
入
し
な

か
っ
た
人（
旧
制
度
の
受
給
権
者
）

も
加
入
で
き
ま
す
。
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将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原

資
を
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
積
み
立

て
、
運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額
が

決
ま
る
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。

加
入
者
や
受
給
者
の
数
に
影
響
さ

れ
な
い
安
定
し
た
年
金
制
度
で
あ

り
、
運
用
利
回
り
の
状
況
な
ど
で

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
を
基

本
に
、
最
高
６
万
７
０
０
０
円
ま

で
１
０
０
０
円
単
位
で
自
由
に
決

め
ら
れ
ま
す
の
で
、
経
済
的
な
状

況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で

も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
余

裕
が
な
い
と
き
は
積
み
立
て
な
い

で
、
余
裕
が
出
て
き
た
と
き
に
積

み
増
し
す
る
と
い
う
こ
と
も
可
能

で
す
。
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年
金
は
亡
く
な
る
ま
で
に
受
け

取
れ
ま
す
が
、
仮
に
加
入
者
や
受

給
者
が　

歳
に
な
る
前
に
亡
く
な

８０

っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら　

歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず

８０

の
年
金（
老
齢
年
金
）を
予
定
利
率

で
割
戻
し
た
額
を
、
死
亡
一
時
金

と
し
て
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。
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加
入
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
複
利

効
果
な
ど
で
運
用
益
の
ア
ッ
プ
が

期
待
で
き
ま
す
。
※
複
利
方
式
と

は
、
一
定
期
間
ご
と
に
利
息
を
元

金
に
繰
り
入
れ
、
そ
れ
を
次
期
の

元
金
と
す
る
計
算
方
法
で
、
元
金

に
つ
い
た
利
息
が
ま
た
元
金
に
組

み
込
ま
れ
て
増
え
て
い
き
ま
す
。

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

��������
��������	
�

��������	
����������
���������	
��		�

平成１７年２月１日基準で調査員が調査に伺います
　平成１７年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の
国勢調査”といわれる「２００５年農林業センサス」が
実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるため
に５年ごとに実施される極めて大切な調査です。
　対象者は、「農産物の生産を行うか又は委託を受け
て農林業作業を行っている方で、その生産又は作業
にかかる面積・頭数が一定規模以上の方」です。
　なお、一つの世帯・組織に調査対象としての基準
を満たす方が複数存在する場合はそれぞれが別個に
調査対象となります。
　主な調査項目は、就業状況、経営の法人化の状況、
農業機械の所有と利用、農産物の生産・販売・出荷
先、保有山林面積、林業作業の受委託などが調査さ
れます。
　調査に関するお問い合わせは、
　企画財政課（℡８２―２００１）まで。

���������	
��������

※　

月　

日
〜
１
月
３
日
の
間
も

１２

３１

診
療
し
て
い
ま
す
。
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なかじま あ す か

　このコンテストは、次代を担う中学生の
皆さんに、日常の家庭生活や学校生活の中
で得た体験に基づく作文を書くことを通し
て、人権尊重の大切さや基本的人権につい
ての理解を深め、豊かな人権感覚を身につ
けてもらうことを目的として実施されてい
るもので、中学生から見た人権の大切さを
素直に表現していると思います。

　でも、思いきって登校すると、そこには、以前の信じられるクラスメ
ートの顔がありました。私が休んでいる間、みんなで話し合いの時間
をもってくれていたようでした。
　あの頃は、自分のことで精一杯でした。でも、六年生になって、人
権学習の時間がたくさんできました。総合学習の時間にもしました。
そのなかで、クラスのみんなも人権学習に熱心に取り組むようになり
ました。私も、その頃から、クラスのみんなが、毎日楽しい思いで学校
へ来られるようにと、心から願うようになりました。
　そんな私が、この鴨島第一中学校へ入学してすぐに心がひきつけ
られるものがありました。それは、中央廊下に掲示されている大きな
パネルの言葉でした。
　『人権学習は中途半端にしたらしんどい。本気でしたらおもしろ
い。』
　この言葉です。私は、この言葉の前で足が止まりました。パネルが
生きて、私に呼びかけているようでした。
　その後の人権学習の時間に見たビデオで、これは、２００１年度の人
権集会の中で、先輩が語った言葉だということを知りました。
　私は、この言葉の前で、「私は、自分があれだけつらい思いを経験
しながら、本気で人権学習をしてきただろうか。」と、強いショックを
覚えました。障害者問題や同和問題をまだ自分の問題として考えてい
ない、人ごとと考えている自分があると思いました。
　「これからは本気でやろう。いじめや、差別や偏見を本気でなくして
いこう。」と決心しました。かつての私のようにつらく悲しい思い、人を
信じられなくなるような思いは誰にもしてほしくありません。
　そう考えて、自分の体験を作文に書きました。そして、自分のクラ
スで発表しました。発表の苦手な私。少しこわくて手や足が震えました。
でも、最後まで発表できました。発表後もみんなが話しかけてくれま
した。学年人権集会でも、クラスの子が発表して応援してくれました。
信じてよかったです。
　いじめや差別は、きっと相手の立場になっていない、自分の問題と
して考えず行動するから起きるのだと思いました。これからの人権集
会や人権学習のときを大切にして、みんなで取り組んでいきたいです。
　人権学習をしっかり本気で学習したいです。何が差別か差別を見抜
く力をつけたいです。
　そのためには、まず自分の中の「自分以下を求める心」などの差別
心をなくしたいです。自分自身が人を絶対差別しないようにしたいで
す。先輩のように『人権学習はおもしろい』と心から言える自分になり
たいです。

　「お前は学校に来るな。来たらみんなが迷惑する。お前は生きている
意味なんかない…。」
　この文章を目にしたとき、頭の中が真っ白になりました。しばらくは、
現実のこととは思えませんでした。
　私が小学校五年生のある日のときです。この手紙が私のランドセル
に入っていました。最初の方の文字は、なんとか読めました。後の方の
文字は、次第に言葉づかいも荒くなり文字も読めないほどきたなくな
っていきました。そのことが、一層私を不安にさせました。「誰がした
んだろう。何でこんなことをするんだろう。私がなんか悪いことをした
のだろうか。何でこんな手紙が私に…。」
　つらくて悲しくて、どうしようもない気持ちでいっぱいでした。その
日は、何をしてもこの手紙の言葉が頭から離れませんでした。
　この手紙をもらってから、人を信じられなくなりました。周囲から自
分だけが孤立しているようでした。学校に行くのが嫌になりました。こ
わくて行けませんでした。何日か行けませんでした。
　そんなある日、それまで黙っていた母が、私に言いました。
　「いつまでもつらいことに逃げとっても、何も始まらんよ。あんたが
学校に行かんかったら、手紙を書いた人の思い通りになってしまうん
でよ。くやしくないんで。」母の口調が、だんだん強くなってきました。
母の言葉の中に悔しさとともに、私への深い愛情を感じました。母の
思いが伝わってきて私の中で勇気がわいてきました。休んでいた日々、
じっとしている私を見守りながら、母も苦しかったに違いありません。
　「もう、うじうじするのはやめよう。つらいことがあったからこそ、
明るく元気でいよう。」と決心しました。
　学校へ行くまでは、不安でした。また、「あの手紙のような言葉が返
ってきたらどうしよう。誰も話しかけてくれなかったらどうしよう…。」
こんな思いが、心の中をかけめぐりました。

全国中学校人権作文コンテスト作品から

　京都府及び、（財）京都府下水道公社では、府民のみなさまが下水道に
親しみを感じていただけるよう、今春、木津川流域下水道洛南浄化セン
ターに完成する「消化ガス発電施設」と「汚泥乾燥施設」のイメージキ
ャラクターの「愛称」を募集します。
　愛称は選考の上、３月にホームページ等で発表する予定。各施設ごと
に採用者には記念品（図書券）を進呈します（採用された愛称の応募者
が多数の場合は抽選で１名決定します）。また全応募作品の中から抽選
で３０名の方に図書カードを進呈します。
○洛南浄化センター　京都市、宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、久
御山町、井手町及び山城町の５市３町（一部地域含む）の下水を再生
する施設です。
○消化ガス発電施設　下水汚泥の処理過程で発生する消化ガスを燃料に
して発電します。
○汚泥乾燥施設　発電時に出る熱を利用して下水汚泥を乾燥して減量化
します。
※これらの施設は、これまでの未利用資源を有効活用するもので「『環』
の公共事業」の一環として実施しています。

������はがき、ＦＡＸ（Ａ４用紙）又は、Ｅメールで両施設の愛称各１点（記入例：「○○くん」
「○○ちゃん」など）と愛称の簡単な説明、住所、氏名（フリガナ）又は団体名、年齢及び電話番号
を明記の上、２月２１日（消印有効）までに下記応募先まで。１通（１通信）につき各１点のみ記載し
てください。
　詳しくは、府下水道課ホームページ（http://www.pref.kyoto.jp/gesuido）か府下水道課、府政情
報センター又は府総合庁舎府政情報コーナーに設置する愛称募集要項をご参照ください。
������京都府在住の方、又は京都府内へ通勤・通学している方
��������使用された名称に関する一切の権利は京都府に帰属します。応募された名称に関す
る問い合わせには応じかねます。
�����〒６１７－０８３６　京都府長岡京市勝竜寺樋ノ口１京都府流域下水道建設事務所「愛称募集」係
ＦＡＸ：０７５－９５５－２２２４　Ｅメール：ryuiki-kizu@mail.pref.kyoto.jp
＊お問い合わせは、京都府下水道課（℡０７５－４１４－５２０９）まで。

��������		
�������������
�
��������	
������������������������������
お問い合わせは、農林水産省近畿農政局安全管理課まで
��������	
	�������������	
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牛
肉
の
安
全
性
に
対
す
る
消
費

者
の
信
頼
確
保
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
ま
ん

延
防
止
措
置
の
的
確
な
実
施
な
ど

を
目
的
と
し
て
、　

月
１
日
か
ら

１２

牛
肉
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。（
※
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
…
追
跡
可
能
性
と
い
う

意
味
）

　

国
産
牛
肉
に
つ
い
て

は
、
ス
ー
パ
ー
・
小
売
店

や
牛
肉
料
理
店
（
焼
肉
・

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
す
き
や

き
・
ス
テ
ー
キ
）
の
店
頭

に
お
い
て
、
パ
ッ
ク
・
値

札
や
表
示
ボ
ー
ド
等
に

　

桁
の
個
体
識
別
番
号

１０が
表
示
さ
れ
ま
す
。
個

体
識
別
番
号
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
牛
の
品
種
は
何

で
あ
る
か
、
い
つ
・
ど
こ
で
生
ま

れ
た
か
、
ど
こ
で
育
っ
て
、
ど
こ

で
肉
に
な
っ
た
か
と
い
っ
た
生
産

履
歴
が
分
か
り
ま
す
。
お
持
ち
の

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
で
確
認
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

牛肉のトレーサビリティ �
�
�
�
�
�
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�
�
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�
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▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
受
付
事
務
所　

宇
治
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
宇

治
市
広
野
町
西
裏　

―
２
）

５４

＊
年
金
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
持
参
で
き
な

い
場
合
は
、
身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

＊
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
（
℡　

―
２
０
０

８２

１
）
ま
で講

座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
１
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１１

２５

　
　
　

２
月
８
日
（
火
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

日
時
／
１
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

―
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
大
正
琴
》

日
時
／
１
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１４

２８

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
１
月　

日（
金
）・　

日（
金
）・　

日（
金
）

１４

２１

２８

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

―
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
演
芸
会
》

で
中
学
生
の
参
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
各
区
別
、

職
域
、
体
協
加
盟
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
）

参
加
申
込
／
体
育
協
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

℡　

―
５
７
０
０
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。
※
申
し

８２
込
み
の
際
は
、
誓
約
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
／
平
成　

年
１
月　

日
（
月
）
ま
で

１７

１０

そ
の
他
／

�
健
康
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
各
自
の
責
任
に

お
い
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
大
会
中
に
発
生
し

た
事
故
・
傷
害
等
に
つ
い
て
は
応
急
処
置
の
み
は

行
い
ま
す
が
そ
の
後
の
責
任
は
一
切
負
い
ま
せ
ん

（
体
育
協
会
で
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
）

�
大
会
当
日
は
、
警
察
官
及
び
黄
色
い
ジ
ャ
ン
パ

ー
（
体
育
協
会
）
の
各
役
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

�
当
日
は
９
時　

分
よ
り
「
第　

回
ジ
ョ
ギ
ン
グ

１５

１３

大
会
」
を
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
し
ま
す
。

主
催
／
井
手
町
体
育
協
会
・
井
手
町
教
育
委
員
会

後
援
／
井
手
町
・
井
手
町
体
育
指
導
員
会
・
Ｉ
Ｄ
Ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
洛
南
タ
イ
ム
ス
社

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
社
会

教
育
課
内
℡　

―
５
７
０
０
）
ま
で

８２

平
日
夜
間
・
休
日
の
年
金
相
談
の 

実
施
に
つ
い
て

▼
平
日
夜
間
の
年
金
相
談

�
１
月
４
日
（
火
）、　

日
（
火
）、　

日
（
月
）、

１１

１７

　

日
（
月
）、
２
月
７
日
（
月
）、　

日
（
月
）、

２４

１４

　

日
（
月
）

２１▽
受
付
時
間　

午
後
５
時
〜
７
時

▽
受
付
事
務
所　

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
（
京

都
市
伏
見
区
竹
田
七
瀬
川
町
８
―
１
）

▼
休
日
の
年
金
相
談

�
１
月　

日
（
土
）、
２
月　

日
（
土
）、　

日
（
日
）

２２

１９

２０

険
料
、
暮
ら
し
の
資
金
貸
付
、
町
営
住
宅
等
使

用
料
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
、
保
育
料
、

消
費
税
又
は
地
方
消
費
税
等
を
滞
納
し
て
い
る

者
。

○
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
す
る
と
き
ま
で
に
井

手
町
が
発
注
し
た
建
設
工
事
に
関
係
す
る
債
務

を
履
行
し
て
い
な
い
者
。

○
建
設
工
事
の
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審

査
を
行
う
会
計
年
度
日
以
降
に
経
営
事
項
審
査

を
受
け
て
い
な
い
者
。

○
資
格
審
査
基
準
日
の
１
年
７
月
前
の
日
の
直
後

の
営
業
年
度
終
了
の
日
以
降
に
受
け
た
直
近
の

経
営
事
項
審
査
に
お
い
て
審
査
対
象
に
選
択
し

た
直
前
２
年
又
は
３
年
の
営
業
年
度
に
完
成
工

事
高
の
な
い
者
。

○
資
格
審
査
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
に
故
意

に
虚
偽
の
事
実
を
記
載
し
た
者
な
ど
。

第　

回
町
民
駅
伝
競
走
大
会 

２０
参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時
／
平
成　

年
１
月　

日
（
日
）
開
会
式：

午

１７

１６

前
８
時
半　

ス
タ
ー
ト：
午
前　

時　

分

１０

１５

場
所
／
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

　
　
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

▼
１
区
（　

㎞
）
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

２．７

　

↓　

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
２
区
（　

㎞
）
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３．２

　

↓　

Ｊ
Ｒ
玉
水
駅

▼
３
区
（　

㎞
）
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅

２．１

　

↓　

丸
山
駐
車
場

▼
４
区
（　

㎞
）
丸
山
駐
車
場

２．５

　

↓　

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
５
区
（　

㎞
）
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２．４

　

↓　

自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成
／
高
校
生
以
上
で
１
チ
ー
ム
５
名

（
補
欠
２
名
）※
た
だ
し
１
チ
ー
ム
に
つ
き
２
人
ま

平
成　

年
度
井
手
町
建
設
工
事
等
指
名
競
争

１７

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

◆
町
内
受
付　
（
土
木
・
建
築
・
舗
装
・
水
道
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
物
品
・
一
般
廃
棄
物
）

◆
受
付
期
間　

平
成　

年
１
月
７
日
（
金
）

１７

　

〜
平
成　

年
１
月　

日
（
月
）

１７

３１

◆
作
成
要
領
配
布
期
間　

平
成　

年　

月　

日

１６

１２

１３

（
月
）
〜
平
成　

年
１
月　

日
（
月
）

１７

３１

◆
期
間
中
の
受
付
日
時　

平
日
午
前
９
時
〜　
１２

時
・
午
後
１
時
〜
４
時
ま
で
受
付
（
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
（
℡　

―
２
０
０

８２

１
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
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�
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�
�
�
�

○
建
設
業
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大

臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
い
な

い
者
。

○
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
並
び
に
破
産
者
で

復
権
を
得
な
い
者
。

○
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
申
請
書
を
提
出
す
る

と
き
に
町
税
、
町
上
下
水
道
使
用
料
、
介
護
保
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こ
れ
ら
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
島
隆
三
会
長
）
は
町
内

８
ヶ
所
、
文
化
祭
会
場
お
よ
び
作
業
所
ま
つ
り
会

場
な
ど
で
設
置
し
た
募
金
箱
に
義
援
金　

万
３
３

１８

１
１
円
が
寄
せ
ら
れ
、
台
風　

号
被
災
者
支
援
と

２３

し
て
送
金
し
ま
し
た
。

�
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
小
川
俊
雄
会
長
）

は
、
台
風　

号
に
よ
る
災
害
・
被
害
に
伴
い　

月

２３

１１

　

日
か
ら
義
援
金
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、　

の

１０

１８

単
位
ク
ラ
ブ
か
ら　

万
５
０
０
０
円
の
義
援
金
が

８４

寄
せ
ら
れ
、
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
通
じ
て
送

金
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
う
ゆ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

日
時
／
平
成　

年
１
月　

日
（
火
）・　

日
（
水
）

１７

１１

１２

　
　
　
　

日
（
金
）

１４

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
８
２
―

５
７
０
０
）
ま
で

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

―
３
４
９
９
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�

日
時
／
１
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２０

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
１
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

３１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
１
月　

日
（
水
）
２
月　

日
（
水
）

１９

１６

　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
１
月　

日
（
水
）

１２

　
　

午
前
９
時
半
〜　

時
半

１０

場
所
／
北
部
公
民
館

　
　

※
西
部
公
民
館
工
事
中
の
為

《
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
》

日
時
／
１
月　

日
（
月
）・　

日
（
金
）

１７

２８

　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
妊
婦
及
び
家
族

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

―
８２

３
３
８
５
）
ま
で

あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

京
都
府
台
風　

号
被
災
者
義
援
金

２３

�
台
風　

号
に
よ
る
災
害
・
被
害
に
伴
い
、
町
内

２３

公
共
施
設
５
ヶ
所
に　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま

１０

２７

１１

３０

で
の
間
、
義
援
金
箱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
皆
様
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
「
被
災
者
義
援
金
」

は　

万
９
８
１
８
円
、
窓
口
で
は
、
町
建
設
業
協

１６
会
よ
り　

万
円
、
岡
田
鉄
筋
工
業
㈱
よ
り　

万
円

３０

１０

が
寄
せ
ら
れ
、
総
額　

万
９
８
１
８
円
と
な
り
ま

５６

し
た
。
う
ち
６
万
５
０
０
円
は
、
新
潟
中
越
地
震

へ
の
寄
付
で
し
た
。

日
時
／
１
月　

日
（
火
）

１１

　
　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
１
歳
６
ヶ
月
〜
１
歳
８
ヶ
月
児
（
Ｈ　

・
１５

５
・
９
か
ら
Ｈ　

・
７
・　

生
ま
れ
）

１５

１１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）》

日
時
／
１
月　

日
（
火
）

１８

　
　
　

２
月　

日
（
火
）

１５

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で
に

３
回
接
種
、
出
来
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完
了
し
て

く
だ
さ
い

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、
１

年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

＊
受
付
／
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
１
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１７

２４

　
　
　

２
月
７
日
（
月
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
２
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１４

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
１
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２４

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

日
時
／
１
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１９

場
所
／
賀
泉
苑

《
も
ち
つ
き
》

日
時
／
２
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１６

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

あ
る
方

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
１
月　

日
（
木
）・　

日
（
木
）

１３

２７

　
　
　

２
月　

日
（
木
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０

�
�
�
�

日
時
／
１
月　

日
（
火
）

２５

�
午
前　

時
〜　

時
半　

保
健
セ
ン
タ
ー

１０

１１

�
午
後
１
時
半
〜
３
時　

奥
村
製
缶
（
株
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

―
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
乳
児
健
診
》

日
時
／
２
月
７
日
（
月
）

　
　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
３
ヶ
月
〜
５
ヶ
月
児
（
Ｈ　

・
９
・
８
か

１６

ら
Ｈ　

・　

・
７
生
ま
れ
）

１６

１１

《
１
歳
半
健
診
》

　

玉
川
会
館
及
び
山
吹
会
館
の
工
事
に
と
も
な

い
、
２
月
、
３
月
の
出
張
徴
収
の
会
場
が
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
／
平
成　

年
２
月　

日（
水
）・
３

１７

１６

月　

日（
水
）い
ず
れ
も
、
午
前
９
時
〜

１６

　

時
半

１１場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
（
℡　

―
２
０

８２

０
１
）
ま
で

町
税
等
の
出
張
徴
収
の
会
場
変
更
に
つ
い
て



�������������

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


�
�
�
�

「
十
二
月
の
ひ
ま
わ
り
」 　

白
川　

道

「
日
暮
ら
し
」
上
・
下 　

宮
部
み
ゆ
き

「
花
畑
」 

　

水
上　

勉

「
窓
際
の
死
神
」 

柴
田
よ
し
き

「
Ｔ
Ｖ
Ｊ
」 

五
十
嵐
貴
久

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

　

月
〜
３
月　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
１
月
１
〜
４
・　

・　

・　

・　

・

１１

１７

２４

２７

　

日
３１

�
２
月
７
・　

・　

・　

・　

・　

日

１４

１５

２１

２４

２８

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

「
南
回
帰
船
」 

中
上
健
次

�
�
�
�

「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
卒
業
式
」

 

　

那
須
正
幹

「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
む
す
め
」

 

　

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
フ
レ
ン
チ

「
ふ
し
ぎ
の
国
の
レ
イ
チ
ェ
ル
」

 

　

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ

「
イ
ク
バ
ル
の
闘
い
」

 

　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
ダ
モ

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

��

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

１
月
８
日
（
土
）

２
月　

日
（
土
）

１２

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

１
月　

日
（
土
）

１５

２
月　

日
（
土
）

１９

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

ポップ・コーンをつくろうよ
トミー・デ・パオラ
アメリカ新大陸の発見はポッ
プコーンの新たな歴史の始ま
りだった！？アメリカ先住民
たちが何千年も昔から食べて
きたポップコーンの秘密を大
公開。今まで知らなかったア
メリカが見えてくる。

きものの日の髪型
世界文化社
結婚式や成人式などの「ＴＰ
Ｏ別きものの髪型」やカジュ
アルからフォーマルまで自分
でできる「簡単きものヘア」、
留袖・振袖・小紋・浴衣等の
「きものの髪飾り」、七五三の
髪型など、きものの日の髪型
を写真で紹介。

覚悟
橋田幸子
イラクで「戦死」したジャー
ナリスト橋田信介。同士とし
て支えた妻の言葉が空虚な日
本人の心臓を撃つ。戦場とい
う、現在日本に無縁な場と四
半世紀にわたって向かい合っ
た日々を余さず語り尽くした
手記。

私が幽霊だった時
ダイアナ・ウィン・ジョーンズ
ある日突然幽霊になってしま
った少女・サリーは個性豊か
な姉妹たちと一丸となって事
態に立ち向かう…。７年の時
空を行き来して自分自身を捜
し求める少女（幽霊）の大冒
険。映画「ハウルの動く城」
原作者によるファンタジー。
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�

�
�
国
民
年
金
に
は
「
任
意
加
入
」
と
い
う
制
度
が

あ
り
、
任
意
加
入
で
き
る
の
は
次
の
よ
う
な
方
に
な

り
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

の
者

②
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
外
国
に
住
所
を
有
す
る

者　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

２０

６５

③
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
、
被
用
者
年
金
制
度
の

老
齢
（
退
職
）
年
金
を
す
で
に
受
け
て
い
る
た
め
、

強
制
加
入
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
者

　

あ
な
た
の
場
合
は
、　

歳
に
な
っ
た
ら
①
に
該
当

６０

し
、
任
意
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
任
意
加
入
後
、
最
低
３
年
間
の
保
険
料
を
納
め

れ
ば
受
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
な
り
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
額
を
少
し
で
も
増
や
さ
れ
た
い
場
合

は
、　

歳
ま
で
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

６５
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで。

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。
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　平成１７年２月より、町内の「し尿収集区域番号」
及び「収集区域」が別表のとおり変更になります。
なお、一部地域は「場所」により収集日が異なる
場合がありますのでご注意ください。
お問い合わせは、
城南衛生管理組合（℡０７５―６３１―５１７１）、
衛生課（℡８２―２００１）まで。
※収集区域地図は、紙面の都合上「２月号広報い
で」に掲載します。ご了承ください。

����
����
����

���

�������������

�����������

��
�����������������

���
��������	
���������

�����
�����������������

��������������

���
��������	
���������

��������	

������������������

��������
��������

��������	
�����
���



� � � � � � �

���������

��������

��������	

����������������
�����������	

��������	
���
��������	
�
���������

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
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～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～

�������

�����アブラナ科
�����ペンペングサ
�����日本各地
�����３～６月

　平地の道端や田畑の近く
でよく見かける越年草です。
茎は高さが１０～５０センチメ
ートル程度になり、小さな
白い花をたくさん付けます。
　春の七草のひとつで、１
月７日の七草粥に入れて食
べます。また、下痢やむく
みなどに効く薬草としても
用いられることがあります。
果実の形が三味線のバチに
似ているので、ペンペング
サとも呼ばれます。 
　井手町では、田や畑の
畦、 木津川の堤防などに
生えています。 
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